
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関す

る学習、教育及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さ

を理解し郷土を愛するモラルの高い児童・生徒の育成に取組むための実施計画を作成しま

したので、福井市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

  令和２年５月２１日 

学校名 福井市本郷小学校    

校長氏名  新道 正芳     

 

 

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

① 本郷地区の環境について学習します。 

② 学校で節電・節水に努めます。 

③ 地域と連携し、清掃活動やリサイクルにつとめます。 

２ 取組内容 

① 環境学習 

・本郷地区の自然環境について学習します。 

 

② 節電・節水の取組 

・環境委員会で、節電・節水を呼びかけます。 

 

③ 地域と連携して分別回収・清掃活動 

・アルミ缶や古紙の回収、清掃活動を PTAや地域と連携して実施します。 

・各教室に雑紙回収ボックスを設置し、古紙回収やごみの分別を徹底します。 

 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れるかを記載して下さい。） 

  ③の資源回収では、保護者・児童・教職員・地域住民など様々な人といっしょに行うこ

とで、互いに協力する力を身につける。（コミュニケーション・協力） 



様式第２号                                                  （提出日）令和３年２月１８日 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

学校名           

本郷小学校 

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

④ 本郷地区の環境について学習します。 

⑤ 学校で節電・節水に努めます。 

⑥ 地域と連携し、清掃活動やリサイクルにつとめます。 

２ 取組内容 

④ 環境学習 （３・４年生） 

本年度３・４年生の総合的な学習では、本郷地区について学習を進めていきました。児

童は、本郷地区の自然や歴史、名所などを調べる中で、本郷地区には名水と呼ばれる場所

が何か所もあり、美しい水が豊富にあること、そのため、おいしい米が穫れること、自然

を生かした炭焼きや養蚕が行われていることに気付いていきました。児童は、本郷地区の

自然の豊かさに気付くことができ、自分たちのふるさとに誇りをもつことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

       

         足谷名水              炭焼き小屋 

     

⑤ ごみ回収の取り組み（４年生） 

毎年環境委員会が毎週教室のごみを回収・分別し、ゴミ集積

所まで運ぶ仕事をしていましたが、児童数減少に伴って委員会

がなくなり、２学期より４年生がその仕事を引き継ぐことにな

りました。毎週月曜日の大休みに，ごみ袋を持って各教室を回

り、燃やせるごみを中心に回収しています。回収を始めると、

児童は自分たちが出すごみ

の多さにまず驚いていまし

た。そして、分別が違って

いたり、リサイクルボック

スに入れるべき紙が入っていたりすることにも気付

き、今まであまり考えずにごみ箱に入れていたことを

自覚することができました。自分たちも環境のために

できることをしようと、回収に精を出しています。                  



 

 

⑥ 地域と連携した環境整備活動 

・古紙の回収を PTAや地域と連携して実施しました。 

・公民館の花壇に１・２年生がひまわり、３・４年生がベゴニアを植えて、整備しました。

集団下校で帰る班が、交代で水やりをし、夏にはきれいな花が咲きました。地区がきれい

な花で美しくなりました。 

 

古紙回収       １・２年 ひまわり植え    ３・４年ベゴニア植え 

 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点を取り入れたポイントを記載して下さい。） 

③の資源回収、花の苗植えでは、保護者・児童・教職員・地域住民の方など様々な人といっ

しょに行うことで、互いに協力する力を身に付けることができました。（コミュニケーショ

ン・協力） 

３ 

見
直
し 

 【具体的効果】 

① 地区の方に意外と知らない地区のことを教えていただき、新たな視点で環境につ

いて考えるきっかけとなりました。本郷地区の自然の豊かさを再認識し、環境を

大切にしていこうとする意識が芽生えてきました。 

② 児童がごみ回収を行うことで、ごみの問題を自分事として考え、ごみの減少とリ

サイクルへの取り組みが広がりました。 

③ 資源回収などのリサイクル活動は、ほとんどの家庭が協力しています。公民館の

花壇を整備することで、地域をきれいにしようという意識も高まっています。 

【改善点】 

・今後も、環境学習を取り入れ、環境に関する意識を高めていきたいです。 

・節電、節水、省エネ活動がマンネリ化し、児童もあまり関心がない様子が見られま

す。来年度は、手洗いの時の水の使い方などを意識付けしていきたいと思います。

また、各家庭でも実践できるように手立てを考えていきたいです。 

・今年度は、コロナの影響もあり、資源回収に児童を参加させることができませんで

した。来年度は、ぜひ児童の参加ができるようにしたいです。資源回収を今後も継

続することで、家庭でも正しくごみを分別し、資源を大切にする心を育てていきた

いです。 


